
棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

主な内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-5
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6-9

・・・・・・・ 10-11
・・・ 12-13

・・・・・・・・・・・・・・・ 14-15
・・・ 16-17
・・・ 18-19

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20-21
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

●市長年頭のあいさつ／
　丑年生まれの人に聞きました
●まち・むらトーク開催結果
●長寿医療制度／協働のまちづくり情報
●トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／トキめきのキセキほか
●まちの話題 TOPICS／とおかまち応援寄附金状況ほか
●お知らせ・ガイドほか
●ジュニア芸術祭 －六箇小学校－

挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り

棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り挑戦！チンコロ作り
　毎年1月10・15・20・25日に諏訪町通りで開かれる節季市（チ
ンコロ市）の人気マスコット「チンコロ」の手作り体験が、1月3
日㈯クロス10で開催されました。村山ヨミ子さん（田川町１・
65歳）の指導のもと、参加者は自分だけのチンコロ作りに挑戦。
チンコロ製作体験・実演は、今月15日㈭、25日㈰にも午後1時
から2時まで（先着20人ほど）、クロス10で開催されます。
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ツ
ネ
子
さ
ん
―
―
家
族
全
員
、
元
気
で
新
年
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。元
気
の
秘
け
つ
は
、

日
ご
ろ
か
ら
手
先
を
使
い
、
友
人
を
い
っ
ぱ
い
持
ち
、

た
く
さ
ん
笑
う
こ
と
。
ひ
孫
の
顔
を
見
る
ま
で
元
気
で

い
た
い
で
す
。

政
文
さ
ん
―
―
昨
年
腰
を
痛
め
て
し
ま
い
健
康
の
あ
り

が
た
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。
早
く
仕
事
に
復
帰
し
た

い
で
す
が
、
牛
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
焦
ら
ず
治
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
昨
年
行
け
な
か
っ
た
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
家
族
を
連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。

由
紀
子
さ
ん
―
―
忙
し
い
と
き
な
ど
、
ふ
と
し
た
言
葉

が
相
手
を
傷
つ
け
て
後
悔
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
思
い
や
り
の
心
を
意
識
し
て
、
相
手
に
優
し
い

言
葉
を
掛
け
た
い
で
す
。
ま
た
今
年
こ
そ
は
、
毎
年
挑

戦
し
て
挫
折
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
た
い
で

す
。

花
称
子
さ
ん
―
―
今
年
は
６
年
生
に
な
る
の
で
、
下
学

年
の
面
倒
を
し
っ
か
り
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ

や
イ
ラ
ス
ト
の
趣
味
を
楽
し
み
、
勉
強
も
コ
ツ
コ
ツ
学

び
、
毎
日
一
歩
ず
つ
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

斉木政文さん
昭和36年生まれ

ツネ子さん
昭和12年生まれ

由紀子さん
昭和36年生まれ　（南鐙坂）

花称子さん
平成９年生まれ

花称子さん
由紀子さん

ツ
ネ
子
さ
ん

政
文
さ
ん

平
成
21
年
の
幕
開
け
で
す
。
市
で
は
、
今
年
２
月
に
第
64
回

冬
季
国
体
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
と
モ
ー
グ
ル
競

技
、
第
60
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
夏
に
は
第
４
回

大
地
の
芸
術
祭
、
そ
し
て
10
月
は
第
15
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

と
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

を
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
産
業
界
と
市
民
、
そ

し
て
行
政
が
一
体
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
総
力
挙
げ

て
成
功
さ
せ
、
地
域
活
性
化
に
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。

悠
久
の
大
河
の
流
れ
、
そ
し
て
国
宝
縄
文
土
器
が
あ
る
。
雪

も
き
も
の
も
あ
る
。石
彫
が
あ
る
。そ
ば
も
あ
る
。温
泉
が
あ
る
。

陶
芸
も
楽
し
め
る
。
す
ば
ら
し
い
棚
田
、
な
つ
か
し
い
里
山
風

景
。
雪
が
育
て
た
お
い
し
い
米
や
山
菜
。
歩
い
て
み
た
い
「
天

地
人
」
ゆ
か
り
の
上
杉
軍
道
（
松
之
山
街
道
）
や
歴
史
の
香
り
。

何
よ
り
も
「
お
も
て
な
し
」
の
心
い
っ
ぱ
い
。
さ
ら
に
、
十
日

町
市
は
「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
育
ん
だ
ア
ー
ト
の
一
大
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産

を
生
か
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
観
光
へ
向
か
っ
て
最
大
限
の
も
て
な

し
の
心
で
お
迎
え
し
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
か
ら
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。
一
丸
と
な
っ

て
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、
躍
進
す
る
十
日
町
市
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 ま

ち
ぐ
る
み
観
光
の

　
　
　
ス
タ
ー
ト
へ

十
日
町
市
長
　
田

口

直

人

　大きな行事が目白押しの2009年。どんな年にな

るか楽しみです。

　１月10日号恒例、年男・年女の皆さんに今年に

かける思いを一筆書いていただき、抱負などをお聞

きしました。

2009年は
　私たちの年

生まれの人に
　　聞きました丑丑丑年

う　し

毎日、子どもたちから笑顔と元気をもらいながら過

ごす日々です。周りの人たちに支えられながら、笑顔

で過ごせること、本当にありがたいことです。そんな

私のストレス発散は、バレーボールとインディアカ。

スポーツが好きな仲間と集まりいっしょに汗を流し、

おいしい一杯をいただけることにも感謝し、牛のよう

にゴロゴロしたくなる自分に活を入れながら、周りの

人の笑顔にも貢献できるよう頑張っていきたいと思い

ます。‘モー’ちょっと自分を磨ける１年でありたい

です。

人生わずか50年と言われていたころに生まれ、戦

中・戦後といろいろ苦難を乗り越え７度目の年男を迎

え感無量です。これも先輩、親せき、家族など皆さん

のご指導とご協力のおかげと感謝しております。

今後も健康に留意し、湯鳥大学やゲートボールなど

皆さんの集まりに参加して、楽しい人生を送りたいと

思っています。

今年も良い年でありますようお祈りいたします。

数年前から子どもたちに絵本の読み聞かせをする活

動をしていますが、今年は思い切って詩、小説などを

朗読し、録音する活動にチャレンジしたいです。まだ

どうやるのか分かりませんが、まずは情報収集から始

め、活動できるよう努力したいと思います。

また何よりも家族が健康で、子どもが将来の目標を

立て、充実した日々を送ってくれることを願っていま

す。そして私が毎日仕事に専念できるのは、母のおか

げといつも感謝しています。「お母さんありがとう。

これからもよろしくね！」

今年の春、中学校に入学するので、勉強と運動を頑

張りたいです。勉強では国語、英語、社会に力を入れ、

運動では陸上部に入部したいと考えています。郡市小

学生大会では、走り幅跳びで４位に入賞したので、中

学でも走り幅跳びの選手になりたいです。

将来の夢は…、今はまだ考え中です。ものを作るこ

とが好きなので、前は大工さんになりたかったけど、

また別の道もあると思うのでじっくり考えています。

身長も今よりもっと伸びるように、たくさん食べて、

体も心も大きい人間になりたいです。

井川絢斗さん
平成９年生まれ
（新町新田）

小野塚一男さん
大正14年生まれ

（東川）

池田由美さん
昭和48年生まれ

（田野倉）

山岸百合子さん
昭和36年生まれ

（堀之内）
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目標や計画を立ててもなかなか実行できないのです

が、これからは「ほどほど」を大切にしたいと思いま

す。何があってもほどほど。あきらめではありません。

肩の力を抜いて、大きく息を吸って、物事を素直に受

け入れたいものです。今の私にはかなりの努力が必要

ですが、努力もほどほどに頑張りたいです。

還暦を無事迎える年になった幸せを周りの人々に感

謝しながら、健康にも留意し、夫と共にほどほど仲良

く、ほどほど元気で楽しく暮らしていきたいと思いま

す。

去年は何事もなく、毎日元気に過ごすことができま

した。今年も健康に気を付け、やれることを自分なり

に頑張って、楽しい１年にしたいと思います。

今一番の楽しみは、毎週金曜日に通っている、ひだ

まりプールでの水中運動教室です。ひだまりプールが

できる前、まだベルナティオのプールでやっていると

きから、近所の仲のいい友人３人で休むことなく出席

しています。その友人たちとは、プールのほかにもい

っしょにお茶を飲んだり、出かけたりします。そんな

親友たちに恵まれ、本当に幸せです。

今年１年に限ったことではないですが、周りに流さ

れずに自分を持って何事にも落ち着いた対応ができる

よう心掛けたいです。

いろんな意味で社会状況が厳しくなっている中、

日々の生活の中で少しずつでもいいので前へ進んで行

くことができたらと感じていますし、常にそう心掛け

ていきたいです。

毎日毎日の積み重ねを大切にして、社会人としても

親としても慌てずに、ゆっくりでもいいので着実に成

長、そして前進していけたらいいですね。

今年で２度目の年男です。板金工として働くように

なり、今年で６年目を迎えます。２級技能士の資格も

取りました。職場が遠く大変なときもありますが、仕

事も充実しています。

次の目標は、１級技能士の資格を目指すことです。

毎日が修行であり、日々努力することを忘れず、一歩

一歩前進して行きたいと思います。また、地域の皆さ

んとの付き合いを大切にしながら、充実した１年にし

たいです。

正雄さん　短歌に生きがいを得、日々感じたことを

詩にしています。十日町短歌会に入会させていただき、

お互いに歌を詠
よ

み、鑑賞批評し合うことがとても楽し

いですね。まだまだ未熟者ですが、生涯の目標は日本

語の味わいを生かして、人生の哀歓を山川草木に重ね

て詠まれたらいいなと思っています。

公美子さん　ダンスが好きなのでたくさん練習し

て、上達できるように頑張りたいです。ダンス教室に

通い始めて、友だちが増えてうれしいけど、みんなよ

りうまくありません。もっと練習してみんなをびっく

りさせたいです。発表会で、去年より上手に踊りたい

です。

今年は還暦を迎えます。うれしいこと、楽しいこと、

悲しいこと、苦しいこといろいろなことがありました

が、思い起こせばきりがない反省ばかりです。会社の

同僚、友人、近所の良き仲間、大勢の人に支えられて

生きてきた、あっという間の60年でした。お世話に

なった皆さんに感謝したいと思います。大した病気も

せずに、事故もなくここまで健康で来られたことと、

これからもお世話になる妻には一番感謝したいと思い

ます。振り返れば急いだわけではありませんが、人生

２周目のスタートはゆっくり行こうと思います。

恭
さ
ん
―
―
去
年
は
陸
上
の
長
距
離
を
頑

張
り
ま
し
た
。
大
会
で
も
入
賞
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
ス
キ
ー
や
陸
上
の
大
会
に
た

く
さ
ん
出
場
し
て
、
ま
た
入
賞
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
６
年
生

な
の
で
、
下
級
生
の
面
倒
を
ち
ゃ
ん
と
見

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

好
子
さ
ん
―
―
去
年
は
仕
事
に
追
わ
れ
て

し
ま
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
あ
ま
り
遠
く

へ
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
で
し
た
。
今
年
は
家
族
で
い
っ

ぱ
い
旅
行
が
し
た
い
な
。「
沖
縄
に
行
き

た
い
ね
」
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
話
を
し
て

い
ま
す
（
笑
）。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
み
ん

な
が
元
気
で
仲
良
く
過
ご
せ
る
１
年
に
な

る
の
が
一
番
で
す
ね
。

茂
一
さ
ん
―
―
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
昨

年
は
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
た
１
年
で
し
た
。

２
月
に
は
い
よ
い
よ
国
体
が
開
催
さ
れ
る

の
で
、
今
年
も
ま
た
忙
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
今
年
の
目
標
は
、『
沖
縄
に
行
く
！
』

と
い
う
家
族
の
目
標
を
か
な
え
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
る
こ
と
か
な
（
笑
）。

関口 茂一さん
昭和48年生まれ

恭さん
平成９年生まれ
（吉田山谷）

好子さん
昭和48年生まれ

樋口愛子さん
昭和24年生まれ　

（松代）

佐藤賢太さん
昭和60年生まれ

（天水越）

吉樂正雄さん・公美子さん
昭和12年・平成９年生まれ

（上山）丸山スミエさん
昭和12年生まれ

（下原）

上原貞俊さん
昭和24年生まれ
（稲荷町１）

鈴木祥人さん
昭和48年生まれ

（重地）

茂
一
さ
ん

好子さん

恭
さ
ん
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市
長
ト
ー
ク

自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
す

る
「
自
立
」
と
い
う
こ
と
が
、
今
何
よ
り

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
の
進
行
に
伴
い
地
域
の
活
力
が

低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、

こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
な
か
な
か
大
変
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
、私
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、
あ
る

い
は
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
と
い

う
「
結
い
」
の
精
神
を
長
い
歴
史
の
歩
み

の
中
で
培
っ
て
き
ま
し
た
。
先
の
中
越
大

震
災
の
と
き
も
、
地
域
の
き
ず
な
が
大
き

な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域

の
潜
在
力
を
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
、
自
立
と
協
働
に
結
び

付
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
市
役
所
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
研
修
や
市
民
活
動
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
と
お
し
て
市
役
所
・
職
員
の
意
識
改

革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
が
生
き

生
き
と
生
活
・
活
動
で
き
る
よ
う
な
市
全

体
の
環
境
作
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
し
、
生
活
の
満
足
度
を
高
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
視
点
に
立

っ
て
目
標
を
掲
げ
、
市
民
と
と
も
に
役
割

を
決
め
て
行
動
す
る
「
市
民
主
義
・
住
民

視
点
」
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
市
民
・
地

域
・
N
P
O
・
企
業
・
行
政
が
、
そ
れ
ぞ

れ
で
き
る
こ
と
を
分
担
し
て
地
域
の
元
気

を
生
み
出
す
、
い
わ
ば
「
運
動
会
」
の
よ

う
な
活
動
、
そ
れ
が
自
立
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
で
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
事
務
・

事
業
な
ど

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
問
題
が
あ
る

か
ら
治
す
と
い
っ
た
対
症
療
法
的
な
取
り

組
み
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
時
間
を
か
け

て
じ
っ
く
り
と
市
の
体
質
改
善
を
進
め

る
、
漢
方
医
療
的
な
取
り
組
み
で
す
。
今

年
度
か
ら
、
こ
の
協
働
型
社
会
の
実
現
を

目
指
す
事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
民
団
体
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
と
お
し
て
、
市
民
と
市
が

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
羅

針
盤
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
の
振
興

　
当
市
の
農
業
に
は
、
更
な
る
魅
力
「
農

業
経
営
へ
の
魅
力
・
農
業
所
得
へ
の
魅
力

な
ど
」
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
意
欲
と
能
力
を
保
持

し
た
農
業
の
担
い
手
を
し
っ
か
り
と
育

成
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
今
、
市
で
は
県
・
J
A
・
農
業
委

員
会
と
連
携
し
て「
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
担
い
手
と
な
る
各
経
営
体
の

支
援
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
、
米
・
そ
ば
な
ど
地
元
食
材
の
特
徴

を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
地
域
の
他
産
業
と
も

連
携
し
、
そ
の
加
工
・
販
売
を
一
貫
し
た

取
り
組
み
（
６
次
産
業
）
も
さ
ら
に
興
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
高
齢
化
集
落
対
策
事
業

　
当
市
に
と
っ
て
中
山
間
地
の
高
齢
化
集

落
に
対
す
る
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
役
所
内
に
「
十
日
町
市
里

山
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
里
山
セ
ン
タ
ー
は
、「
財
団
法
人

山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
」（
本
部

：

長
岡

市
）
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
関
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
設
置
期
間
は
、
平
成
24
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
高
齢
化
集
落
等
対
策
支

援
を
中
心
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

建
や
農
村
の
活
性
化
支
援
、
震
災
復
興
基

金
の
活
用
な
ど
を
支
援
員
４
人
に
よ
り
対

応
し
ま
す
。

○
循
環
型
社
会
の
構
築

　
今
ま
で
の
化
石
燃
料
に
依
存
し
た
大
量

生
産
、
大
量
消
費
の
社
会
経
済
構
造
は
、

環
境
へ
の
負
荷
を
増
大
し
、
復
元
能
力
を

超
え
た
影
響
を
地
球
に
与
え
て
き
ま
し

た
。
残
り
少
な
い
資
源
を
大
切
に
使
い
、

よ
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
４
R
（R

e
fu

s
e

：

ゴ
ミ
に

な
る
も
の
を
作
ら
な
い
、R

e
d
u

c
e

：

減

ら
す
、R

e
u
se

：

再
利
用
、R

e
cy

cle

：

再
資
源
化
）
を
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

取
り
組
み
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
環
境
保
全
は
文
化
」

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

廃
校
の
活
用
と
今
後
の
廃
校
見
通
し

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
平
成
21
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
六
箇
・

東
下
組
・
仙
田
・
清
津
峡
の
４
小
学
校
が

閉
校
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
平

成
17
年
度
の
合
併
後
、
小
学
校
７
校
が
閉

校
と
な
り
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
や
む

を
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
寂
し
い
限
り

で
す
。

　
閉
校
後
の
校
舎
活
用
に
つ
い
て
は
、
最

近
の
具
体
例
と
し
て
、
旧
野
中
小
学
校
に

お
け
る
「
妻
有
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
」、
旧

真
田
小
学
校
に
お
け
る
「
絵
本
と
木
の
実

の
美
術
館
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、昨
年
度
閉
校
し
た
八
箇
小
学
校
で
は
、

地
域
で
「
八
箇
明
日(

あ
し
た)

の
会
」
が

組
織
さ
れ
て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

し
、
八
箇
小
学
校
、
六
箇
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
東
下
組
地
域
で
も
、「
東
下
組
地
域
活

性
化
委
員
会
」
を
結
成
し
て
、
ほ
か
の
地

域
の
廃
校
活
用
を
視
察
す
る
な
ど
、
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六

箇
・
仙
田
・
清
津
峡
の
各
小
学
校
の
活
用

に
つ
い
て
も
、
本
庁
関
係
課
や
川
西
・
中

里
の
両
支
所
が
地
域
と
の
間
に
入
っ
て
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
具
体
的
な
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、現
在
「
十
日
町
市
学
区
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
本
年
度
い
っ
ぱ
い
か
け
て

調
査
研
究
を
行
い
、
提
言
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
検
討
結
果

を
待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
限
界
集
落
も
増
大

し
、
集
落
の
維
持
管
理
も
ま
ま
な

ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
限
界
集
落
へ
の
特
別

な
対
策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
？ 

件
不
利
地
の
耕
作
活
動
を
継
続
す
る
た
め

に
取
り
組
む
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
（
直
払
い
制
度
）
の
実
施
で
す
。
こ

れ
に
は
毎
年
度
、
市
が
１
億
３
、
５
０
０

万
円
余
り
の
負
担
を
行
い
、
国
・
県
と
合

わ
せ
て
市
内
全
体
で
は
５
億
４
、
２
０
０

万
円
余
り
の
交
付
金
を
農
家
な
ど
に
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
直
払
い
制
度
も
来
年
度
で

２
期
目
ま
で
の
10
年
間
が
終
了
し
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
が

見
込
ま
れ
る
３
期
目
の
対
策
に
合
わ
せ

て
、
現
状
の
各
「
集
落
協
定
」
の
強
化
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
来
、直
払
い
制
度
の「
集
落
協
定
」は
、

耕
作
を
継
続
す
る
た
め
に
集
落
な
ど
に
お

い
て
共
同
活
動
や
共
同
作
業
を
約
束
し
て

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

作
業
な
ど
が
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て

い
な
い
実
態
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

各
集
落
な
ど
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
外

か
ら
農
作
業
の
支
援
を
受
け
た
い
、
農
産

物
の
直
売
を
始
め
た
い
、
棚
田
の
オ
ー
ナ

ー
制
度
を
導
入
し
た
い
と
言
っ
て
も
、
そ

れ
ら
を
企
画
し
運
営
し
て
く
れ
る
担
当
者

が
い
な
い
と
い
う
話
を
多
く
聞
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、現
状
の
「
集
落
協
定
」

の
３
つ
な
い
し
５
つ
く
ら
い
を
ま
と
め
て

広
域
化
を
図
り
、
各
種
活
性
化
の
た
め
の

取
り
組
み
を
計
画
し
た
り
段
取
っ
た
り
す

る
人
材
を
本
格
的
に
確
保
し
て
、
今
後
の

「
集
落
協
定
」
を
生
か
し
た
活
動
が
で
き

る
組
織
に
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
高
齢
化
集
落
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
元
気
な
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
へ
も
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
高

齢
者
な
ど
要
援
護
世
帯
の
見
守
り
や
除
排

雪
支
援
な
ど
を
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

場
合
に
は
、
事
業
費
の
一
部
を
支
援
す
る

「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」
が
あ
り
、
松

之
山
地
域
に
つ
い
て
は
、
現
在
12
地
区
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、

市
で
は
集
落
機
能
維
持
の
た
め
、
冬
季
保

安
要
員
の
設
置
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
で
は
、
今
年
度
高
齢
化
集
落
対

策
に
取
り
組
む
た
め
十
日
町
市
里
山
セ
ン

タ
ー
が
、
具
体
的
な
政
策
を
策
定
す
る
た

め
、
集
落
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
そ
の
調
査
結
果
を
参
考
に
住

民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
安
全

で
安
心
な
生
活
の
確
保
を
基
本
と
し
た
具

体
的
な
支
援
方
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
　
　

山
間
地
農
業
は
大
変
な
手
間
が
か
か

る
。
こ
の
地
で
農
業
の
離
脱
者
が

で
な
い
よ
う
な
工
夫
は
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
山
間
地
農
業
の
現
場
は
深
刻
な
課
題
が

山
積
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市

で
は
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
条

活発な発言があった自由トーク（中里総合センター）

　
合
併
後
３
回
目
と
な
る
「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月
25
日
㈮
の
水
沢
地
区
か
ら
始
ま
り
、
11

月
18
日
㈫
の
吉
田
地
区
ま
で
、
12
か
所
、
１
、１
６
５
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
は
、
十

日
町
市
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
に
す
え
た
「
自
立
と
協
働
」、「
住
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
・
重
要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
理
解
し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
市
長
ト
ー
ク
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た

ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た

ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た

自
立
と
協
働
に
向
け
て
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す
。
年
内
に
は
、
関
係
者
の
話
し
合
い
を

始
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
来
年
度
「
全

国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
よ
う
と
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
に
同
じ
山
間

地
農
業
の
課
題
を
持
つ
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
て
、
棚
田
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や

交
流
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
耕
作
放

棄
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
状
を
的
確
に

把
握
し
よ
う
と
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。市
は
農
業
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
耕
作
放
棄
地

解
消
計
画
を
策
定
し
、
今
後
、
年
次
的
に

解
消
に
向
け
た
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
流
雪
溝
へ
の
投
入

作
業
は
重
労
働
で
あ
り
、
流
水
時

間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
市
街
地

の
中
で
流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
町

内
に
も
早
く
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
市
街
地
流
雪
溝
は
、
年
末
年
始
を
除
き

12
月
15
日
か
ら
翌
年
の
３
月
15
日
の
毎

日
、
１
時
間
程
度
の
投
入
時
間
帯
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
平
日
に
は
在

宅
し
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
投
入
作

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
な
重

労
働
で
あ
り
ま
す
が
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
な
ど
も
十
分
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
設
定
さ
れ
た
流
水
の

時
間
割
は
、
限
ら
れ
た
水
を
毎
日
一
定
時

間
流
す
た
め
、
運
営
協
議
会
の
皆
さ
ん
が

大
変
な
努
力
を
し
て
町
内
調
整
を
し
た
成

果
で
す
。
当
面
、
新
た
な
水
源
手
当
が
難

し
い
状
況
で
す
の
で
、
何
と
か
現
状
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
流
雪
溝
の
整
備
で
す
が
、
市
街

地
流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
駅
西
・
西
本
町

区
画
整
理
地
内
を
除
い
て
、
当
初
計
画
の

路
線
は
ほ
ぼ
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
流
雪
溝
で
の
雪
処
理
が
望
ま
し

く
水
配
分
の
可
能
な
路
線
に
追
加
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
水
源
に
制
約
が
あ
り

ま
す
の
で
す
べ
て
の
市
道
に
流
雪
溝
を
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
農
業
の
大
切
さ
、
食
の
大
切
さ

な
ど
の
教
育
や
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
食
の
安
全
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

消
費
者
に
と
っ
て
も
生
産
者
に
と
っ
て
も

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
現
在
市
内
の
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
は
、
週
４
日
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
食

べ
て
い
ま
す
。
一
般
給
食
用
の
米
よ
り
割

高
な
部
分
は
、
保
護
者
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
市
と
Ｊ
Ａ
十
日
町
が
補
助
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
産
米
か
ら
、
学
校

給
食
用
と
し
て
農
家
の
皆
さ
ん
に
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
契
約
栽
培
し
て
も
ら
い
、
安
価
で

安
全
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
３
学
期
か
ら
は
、
月
１
～
２
回
の
パ
ン

も
、
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
「
米こ

め

粉こ

パ
ン
」
に
切
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
先
日
は
小
・
中
学
校
の
校
長
先
生

か
ら
試
食
を
し
て
も
ら
い
、
お
い
し
い
と

好
評
で
し
た
。
安
全
な
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
米
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
現
場
で
は
小
学
校
の
総

合
学
習
の
時
間
に
、
地
域
の
農
家
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
米
づ
く
り
や
野
菜

づ
く
り
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
と
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
の
場
を
作
れ
な
い

か
。
福
祉
施
設
を
増
や
す
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
市
長
コ
メ
ン
ト
】

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
交
流
の
場
と
し

て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」
で

行
っ
て
い
る
高
齢
者
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
支
援
し

て
い
る
「
地
域
の
茶
の
間
」
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
施
設
を
増
や
す
計
画
に
つ
い
て
で

す
が
、
要
介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
福
祉
施
設
へ
の
入
所
希
望
者
は
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
負
担
す
る
介
護
給
付
費
が
増
え
る
と

と
も
に
、
保
険
料
も
必
ず
ア
ッ
プ
し
ま
す

の
で
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
ト
ー
ク
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
:/

/
w

w
w

.c
ity

.to
k
a
m

a
c
hi.niig

a
ta

.

jp/■
問
合
せ
　
総
務
課
広
報
広
聴
係
　
　
　

　
☎
７
５
７

│

３
１
１
２

テーマは「農・商・工・消費者の連携による産業活性化」
（千手中央コニュニティセンター）

開催日 地域・地区 会　　場 テーマ テーマトーク内容 参加者数

７月25日㈮ 水　沢 水沢公民館

豊富な地域資源

を活かしたまち

づくり

①高規格道路の「調査区間」の早期指定と、新十日町病

　院移転の促進について 

②市立水沢中学校特別棟建設について 

③市道土市10号線、宮栗土市線の消雪パイプ設置について

90人

10月１日㈬ 十日町南 川治公民館

みんなで創ろう

よりよきふるさ

とよきまちを！

①廃校の活用と民間の事業所、空き家対策について 

②流雪溝計画および工事施工見通しについて 

③十日町市の基本構想と人口減に対する具体的施策について

95人

10月２日㈭ 松　代
松代総合

センター

考えよう！

これからの松代

①冬期除雪について 

②集落維持対策について 

③棚田保全地域の指定について

120人

10月７日㈫ 中　条 中条公民館

「人と交流・歴

史と文化・環境

と安心」のまち・

むらづくり

①教育環境と都市との交流で活性化を目指す 

②国宝館・火焔の都整備事業と縄文にかかわる地域の頑張り 

③市内で最も危険な中条地区の国道などの整備について 

④老人福祉施設の整備について 

⑤中越大震災復興基金の活用について 

⑥尾台榕堂の資料収集と新十日町病院に漢方内科の設置を

80人

10月８日㈬ 十日町西 情報館
地域の特性を生か

したまちづくり

①地域の文化遺産を生かした活性化対策について 

②駅西地区の現状と将来について
85人

10月15日㈬ 中　里
中里総合

センター

中里へのおらの

思い

①行政と民間が一体になった観光振興・地域振興について 

②体育館建設について
130人

10月29日㈬ 松之山
松之山自然

休養村センター

高齢化対策と農

業の活性化に向

けて

①高齢化対策について 

②農業、棚田保全と農業活性化
75人

10月31日㈮ 川　西
千手中央コミュ

ニティセンター

農・商・工・消

費者の連携によ

る産業活性化

①仙田地区で新たな総合的組織の立ち上げで地域振興を 

②十日町地域全体で農・商・工・消費者・行政の連携を 

③消費者の要望や意見を聴く会の実施を 

④支所、給食センターの備品、食材などをできるだけ地

　元商店に発注を 

⑤食の安全・安心と地場産品を安価で販売できる仕組み

　づくりを　　ほか

110人

11月５日㈬ 大井田
大井田コミュニ

ティセンター

大井田に住んで

良かったと言え

る地域づくり

①都市計画と都市計画税について 

②地域協議会について 

③公民館設置について 

④給食センター跡地利用について

65人

11月６日㈭ 下　条
利雪親雪

総合センター

地域の重点課題

を話し合いまし

ょう

①東下組小学校の閉校にあたって 

②第４回大地の芸術祭の対応について 

③市と市民でできる地球環境保全への取り組み 

④中峰スキー場の発展的な活用方法

90人

11月11日㈫ 十日町
サンクロス

十日町

地域コミュニテ

ィの活性化をめ

ざして

①キナーレ、クロス10の活用について 

②十日町中学校出口の拡幅とがけの補強について
120人

11月18日㈫ 吉　田
吉田ふれあいス

ポーツセンター

笑顔で健康

安心して暮らせ

る地域づくり

①吉田西部地区県道真田高島線改良促進について 

②地産地消について 

③福祉施設の充実について

105人

平成20年度「まち・むらトーク」開催結果
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所得区分

自己負担限度額

75歳誕生月の特例※３ 外来＋入院
（世帯合算）外来（個人） 外来＋入院（個人合算）

１
割
負
担
の
人

一　　般 6,000円 22,200円 44,400円

住民税
非課税
世帯

区分Ⅱ※１ 4,000円 12,300円 24,600円

区分Ⅰ※２ 4,000円   7,500円 15,000円

３割負担の人
（現役並み所得者）

22,200円

40,050円＋（医療費－
133,500円）×１％
※過去12か月以内に支給が４回
　以上あった場合は22,200円

80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％
※過去12か月以内に支給が４回
　以上あった場合は44,400円

75
歳
の
誕
生
月
に
限
り
適
用
さ
れ
る

自
己
負
担
限
度
額
︵
長
寿
医
療
制
度
分
︶

※
１
　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
。

※
２
　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
各
種

　
　
　
収
入
な
ど
か
ら
必
要
経
費
・
控
除
を
差

　
　
　
し
引
い
た
各
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯

　
　
　
の
人
。

※
３
　
太
枠
内
は
、
75
歳
誕
生
月
に
該
当
す
る

　
　
　
個
人
ご
と
に
適
用
さ
れ
る
限
度
額
で
す
。

　
　
　
同
一
世
帯
の
ほ
か
の
長
寿
医
療
制
度
加

　
　
　
入
者
は
、
通
常
の
限
度
額
で
世
帯
合
算

　
　
　
を
行
い
ま
す
。

Ｑ．「高額療養費」と確定申告の時期によく耳にする「医療費控除」の違いって何？
Ａ．「高額療養費」は医療保険制度の給付、「医療費控除」は確定申告の所得控除です。
　「高額療養費」は、１か月に支払った医療費の自己負担額が定められた限度額を超えた場合に、申請するこ
とで限度額を超えた分が支給されるものです。
　それに対して「医療費控除」は、１年間の医療費の自己負担額が10万円（または所得の５％）を超える場合に、
確定申告の際に医療費の領収書を添えて申告することで、10万円（または所得の５％）を超えた分を所得か
ら控除することができます。この控除は、支払った医療費の一部が還付されるものではありません。

教えて！Ｑ＆Ａ

　平成21年１月から75歳誕生月の
　医療費の自己負担限度額が変わります

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）
　　～お知らせ～ ⑤

●問合せ　介護国保課国保係　☎757-3735

　
医
療
費
に
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
ご
と
に
自
己
負
担
限
度
額
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
１
か
月
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、後
日
、

広
域
連
合
か
ら
案
内
文
書
が
送
付
さ
れ
、

申
請
す
る
と
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
月
の
途
中
で

75
歳
を
迎
え
て
長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し

た
と
き
、
そ
の
誕
生
月
に
つ
い
て
は
加
入

前
の
医
療
保
険
と
長
寿
医
療
制
度
の
自
己

負
担
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
、
負

担
が
２
倍
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
１
月
か
ら
は
、
75
歳
の
誕
生

月
に
限
り
、
加
入
前
の
医
療
保
険
と
長
寿

医
療
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
を
、
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
に
設
定
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
己
負
担
割
合
の
区
分
が
一

般
（
１
割
負
担
）
の
人
の
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
加
入
前
の
医
療
保
険
分
４
４
、
４
０

０
円
＋
長
寿
医
療
制
度
分
４
４
、
４
０
０

円
�
自
己
負
担
限
度
額
８
８
、
８
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
か
ら
は
加

入
前
の
医
療
保
険
分
２
２
、
２
０
０
円
＋

長
寿
医
療
制
度
分
２
２
、
２
０
０
円
�
自

己
負
担
限
度
額
４
４
、
４
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
措
置
は
平
成
20
年
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
誕
生
日
前
日
ま
で
に
支
払
�
た
医
療
費

　
が
高
額
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
加

　
入
し
て
い
た
医
療
保
険
で
高
額
療
養
費

　
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑨

行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
終
了

　市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
始
動

行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
終
了

　市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
始
動

　
市
民
活
動
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
浮
か
び
上
が
�
た
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
実
施
し
て
き
た
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
公
募
に
応
募
し
た
市
民
委
員
の
皆
さ
ん
と
職
員
チ
ー
ム
合
同
に
よ

る
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
の
検
討
や
推
進
指
針
の
策
定
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市民・職員合同プロジェクトチームの立ち上げ（12月25日㈭）

行政ヒアリングの様子（12月16日㈫／本町分庁舎）

　
12
月
11
日
㈭
か
ら
26
日
㈮
に
か
け
て
、

本
町
分
庁
舎
ほ
か
で
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
か

ら
抽
出
さ
れ
た
67
項
目
の
行
政
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ
き
、
関
係
す
る
各

課
な
ど
と
各
支
所
を
対
象
に
26
回
実
施
。

各
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
行
政
の

立
場
で
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
ど

ん
な
点
が
不
足
し
て
い
て
ど
ん
な
点
が
う

ま
く
い
っ
た
の
か
を
検
証
し
た
う
え
で
、

今
後
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
考
え
ら

れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
課
な
ど

の
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
国
土
交
通
省

地
域
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
寺
川
重
俊
氏

で
、
施
策
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
と
き

に
は
各
担
当
と
の
間
で
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
各
市
民
活
動

団
体
が
抱
え
る
個
別
の
課
題
や
行
政
の

個
々
の
施
策
に
つ
い
て
細
か
く
検
証
・
対

応
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
と
市
の
協
働

を
進
め
る
う
え
で
の
各
分
野
で
の
展
望
や

課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
の
「
芽
」
も
い
く
つ
か
浮
か
び
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
25
日
㈭
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
、
市
役
所
内
の
一
室
が
熱

い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
市
報
な
ど
で

の
公
募
に
応
募
し
た
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

委
員
の
初
会
合
が
開
か
れ
、
職
員
チ
ー
ム

と
合
同
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち

上
が
っ
た
か
ら
で
す
。

　
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
委
員
は
、
20
代
か

ら
80
代
ま
で
の
男
女
合
わ
せ
て
22
人
で
、

職
業
も
自
営
業
、
会
社
員
、
団
体
職
員
、

無
職
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま

す
。各
種
団
体
な
ど
か
ら
の
い
わ
ゆ
る「
あ

て
職
」
で
は
な
く
、
自
由
意
志
に
基
づ
い

て
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

や
職
場
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
己
紹
介
で
そ
の
一
端

が
披
露
さ
れ
る
と
、会
場
か
ら
は
「
へ
ー
」

「
お
ー
」
な
ど
と
い
う
声
と
と
も
に
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
概

要
や
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
今
後
の
展
開
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
１
月
か
ら
は
、
市

民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
行
政
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
・
推
進

指
針
の
策
定
作
業
に
入
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
︱
３
６
９
３

　︵
内
線
２
３
７
︶
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ま
ず
は
、
皆
さ
ん
の
体
が
今
ど
の
よ
う

な
状
態
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
体
脂
肪
計
（
体
組
成
計
）
を
使
っ
て

測
る
と
、
重
さ
だ
け
で
な
く
、
体
の
中
身

ま
で
測
定
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
注
目
し

て
ほ
し
い
の
は
次
の
３
つ
の
項
目
で
す
。

◎
体
脂
肪
率
︵
脂
肪
量
）

　
減
ら
し
た
い
の
は
こ
の
数
値
で
す
。
た

だ
し
、
体
脂
肪
率
の
数
値
は
体
の
状
態
に

よ
っ
て
毎
日
変
化
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

変
化
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
大
き
な
視
野
で

こ
の
数
値
を
見
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

◎
除
脂
肪
体
重
︵
筋
肉
量
︶

　
主
に
筋
肉
の
重
さ
に
な
り
ま
す
。
筋
肉

が
減
る
と
代
謝
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
筋
肉
は
落
さ
ず
脂
肪
を
減
ら
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
進
め
る
と
、
こ
の
数
字
が
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
効
果
が
出
て

い
る
証
拠
で
す
の
で
ご
心
配
な
く
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｉ
︵
体
格
指
数
︶

　
世
界
的
に
使
わ
れ
て
い
る
体
格
を
表
す

指
標
で
す
。『
22
』
が
一
番
病
気
に
か
か

り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
計
算
で

も
簡
単
に
出
せ
ま
す
。

B
M
I
�
体
重
㎏
÷（
身
長
m
×
身
長
m
）

体
重
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
た
め
に

冬
こ
そ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
汗
を
流
そ
う

理想体重を出してみましょう！ １か月で１kg脂肪を落とすには？
　皆さんは、どのくらいが自分の一番ちょうど良い体

重か知っていますか？あくまでも目安の数値ですが、

この理想体重を目標にするのも良いかもしれません。

脂肪１kg＝7,200kcal

7,200kcal÷30日＝240kcal ／日

１日240kcal減らせば１か月で１kg減る計算になりま

す。朝・昼・晩と３分割にすれば、１回80kcal。時間

があるときに少し体を動かしてみる、もしくは、いつも

誘惑に負けて食べてしまうお菓子を今日はガマンするな

ど、方法はさまざま。食べすぎたときはお酒は控えよう

か…など、自分に合った方法を見つけて実践してみてく

ださい。少しの心がけで、体が変わってきますよ！

80
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
っ
て
ど
の
く
ら
い
？

　
こ
の
季
節
に
毎
日
の
よ
う
に
行
う
雪

か
き
。
こ
れ
も
立
派
な
運
動
で
す
。
だ

い
た
い
10
～
15
分
く
ら
い
で
80
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
消
費
し
ま
す
。

【
80
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
目
安
︼

　
● 

ウ
�
ー
キ
ン
グ
⋮
⋮
15
分

　
● 

ジ
�
ギ
ン
グ
⋮
⋮
⋮
10
分

　
● 

な
わ
跳
び
⋮
⋮
⋮
⋮
８
分

　
● 

登
山
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
７
�
15
分

　
今
ま
で
運
動
か
ら
離
れ
て
い
た
体
は
、

す
ぐ
に
動
け
る
状
態
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
の
に
い
き
な
り
運
動
を
す
る
と
⋮
筋

肉
パ
ン
パ
ン
・
関
節
痛
な
ど
、
や
る
気
が

な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
。
三
日
坊

主
に
な
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ

チ
。
固
ま
っ
た
体
を
ゆ
っ
く
り
ほ
ぐ
し
、

大
き
く
動
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
　
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
２

�

４
３
７
７

　ぽっこり出たお腹、たるんだ二の腕、二重あご…。これらすべて運動不足な

生活習慣の積み重ねによるものです。それを解消するのもまた、「１日にして

ならず」なのは当たり前。運動は継続して初めて効果が得られます。簡単なよ

うで、それが一番難しい。まずは、できることからやっていきましょう！

　
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
は
国
内
ア
マ

チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
最
高
峰
の
大
会
で
、
国

内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

す
。
冬
季
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
は
、
新
潟

県
で
は
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
の
妙

高
国
体
以
来
７
年
ぶ
り
、
十
日
町
市
で
は

初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
場
で
正
式
競
技
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド

（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）
が
、
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
場
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
�
ン

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
モ
ー
グ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
・
閉
会
式
は
湯
沢
町
の
湯

沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
正
式
競
技

の
ア
ル
ペ
ン
は
湯
沢
町
の
苗
場
ス
キ
ー
場

で
、
同
じ
く
正
式
競
技
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ

ャ
ン
プ
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド

（
ジ
ャ
ン
プ
）
は
南
魚
沼
市
の
新
潟
県
石

打
丸
山
シ
ャ
ン
ツ
�
で
、
公
開
競
技
の
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
は
津
南
町
の
マ
ウ
ン
テ
ン
パ

ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
特
設
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
妙
高
市

で
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
�
ン
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
モ
ー
グ
ル
に
参

加
す
る
選
手
団
（
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手

な
ど
）
は
約
６
０
０
人
、
ア
ル
ペ
ン
・
ジ

ャ
ン
プ
を
は
じ
め
各
種
役
員
な
ど
も
含
め

る
と
１
、
８
０
０
人
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援

者
、
観
戦
者
が
訪
れ
ま
す
。
多
く
の
人
を

迎
え
て
開
催
す
る
国
体
を
成
功
さ
せ
る
に

は
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
市
民
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。
特
に
今
年

２
０
０
９
年
は
中
越
大
震
災
か
ら
５
年
目

と
な
る
節
目
の
年
。
地
震
・
豪
雪
か
ら
の

復
興
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
気
持
ち
と
十
日
町
の
魅
力
を

全
国
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
み

ん
な
で
大
会
を
盛
り
上
げ
、
そ
し
て
成
功

に
導
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
予
選
会
を

兼
ね
た
平
成
20
年
度
新
潟
県
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
が
1
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
の
３
日

間
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
す
。
十
日
町
市
関
係
選
手
が
一

人
で
も
多
く
予
選
を
突
破
し
、
国
体
本
番

に
出
場
で
き
る
よ
う
、
会
場
で
大
き
な
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１
月
23
日
㈮
　
午
前
10
時
�

　
　
　
　
　
　
　
◇
男
女
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　
　
24
日
㈯
　
午
前
10
時
�

　
　
　
　
　
　
　
◇
男
女
リ
レ
ー

　
　
　
25
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
�

　
　
　
　
　
　
　
◇
男
女
フ
リ
ー

　
国
体
の
大
会
日
程
な
ど
は
次
号
以
降
の

市
報
な
ど
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大

会
等
十
日
町
市
実
行
委
員
会
事
務
局
︵
市

国
体
準
備
室
内
︶
☎
７
５
２
︱
３
１
０
３

　第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」冬季大会スキー競技会が２月17日㈫～ 20日㈮に

湯沢町・十日町市などで開催されます。おととしの全日本選手権、昨年のインターハイに続き、

クロスカントリースキー３年連続全国大会の最終年。３年間の集大成、いよいよ国体本番です。

十
日
町
市
初
開
催
！

十
日
町
市
で
は
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
�
と
モ
�
グ
ル

感
謝
の
気
持
ち
と
十
日
町

の
魅
力
を
全
国
に

国
体
新
潟
県
予
選
に
も

ご
声
援
を
！

トキめき新潟国体
冬季大会スキー競技会
トキめき新潟国体
冬季大会スキー競技会

国体が、十日町に、キタ 　 　 　 　 　 　 　 　！！！

　
寒
い
冬
は
、
つ
い
家
の
中
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
屋
外
で
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
が
限
ら
れ
る
冬
こ
そ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
に
は
、
初
め

に
講
習
会
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
を
入
れ
て
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
自
由
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

理想体重（標準体重）＝身長ｍ×身長ｍ×22

　例えば身長160㎝の場合

　　1.6×1.6×22＝約56㎏
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会場は大盛り上がり！
みんなで一体となって奏でます

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る
た
め
に

　
松
之
山
中
学
校
で
食
育
講
座
開
催

 

心
に
響
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　 

～
千
年
の
森
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

中
で
、
ま
ず
は
自
分
の
適
正
体
重
を
知
ろ

う
と
、
身
長
と
体
重
か
ら
自
分
の
適
正
体

重
を
確
認
。「
今
の
時
期
に
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
し
っ
か
り
取
っ
て
、
や
せ
す

ぎ
や
太
り
す
ぎ
を
防
ぎ
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
が
よ
く
飲

む
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水
や
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
な
ど
に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量
や
油
の

量
な
ど
も
実
際
に
確
認
し
ま
し
た
。

　
講
話
の
後
は
、
４
班
に
分
か
れ
て
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
太
巻

き
と
野
菜
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
に
寒
天
ま

ん
じ
�
う
。
太
巻
き
で
は
具
が
は
み
出
す

な
ど
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
皆

さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
手
伝

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り

巻
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
試
食
し
、「
や
っ
ぱ
り
自
分
で

作
っ
た
料
理
は
最
高
！
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
食
育

講
座
を
と
お
し
て
、
健
全
な
食
生
活
を
続

け
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
㈫
、
松
之
山
中
学
校
（
木
南

文
夫
校
長
）
で
、
３
年
生
17
人
を
対
象
に

食
育
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

松
之
山
す
こ
や
か
子
育
て
委
員
会
の
事
業

計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、「
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
人
」
を
育
て
る
「
食

育
」
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
松
之
山
地
区
食
生
活
改
善
推
進
員
に

よ
り
、『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
』
を

テ
ー
マ
に
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ときめき新潟国体
フリースタイルスキー・モーグル競技準備始動
　12月８日㈪、松之山自然

休養村センターで第64回国

民体育大会冬季大会スキー競

技会の競技役員全体研修会が

開催されました。新潟県フリ

ースタイル委員長鈴木良和氏

を講師に、各係の任務などについて説明がありました。松

之山での国体モーグル競技の開催は、平成14年２月に行

われた妙高国体の公開競技に続き２回目。今回は「デモン

ストレーションとしてのスポーツ行事」という位置付けで

の開催ですが、全国から選手・監督合わせて約200人が大

会に参加する予定です。皆さんも生でモーグル競技を観戦

しませんか。大会の日程などは次のとおりです。

◆実施種目：フリースタイルスキー・モーグル

◆実施期間：２月17日㈫～19日㈭の３日間

◆会　　場：松之山温泉スキー場

◆日　　程：２月17日　午後２時30分～開始式（松之山公民館）

　　　　　　　　18日　午前９時～男子予選→決勝→男子表彰式

　　　　　　　　19日   午前９時～女子予選→決勝→女子表彰式

　12月18日㈭、今年で26シ

ーズン目を迎えた松之山温泉

スキー場で救助訓練と安全祈

願祭が行われました。昨年度

にリフトを高速化し、今シー

ズンは国体モーグル競技開催

や県内外のスキー競技大会開

催、学生の合宿の受け入れも

多く予定されていて、昨シー

ズン以上の入込み客が見込まれています。この日の

救助訓練は、昨年新設されたロングリフトで行われ、

参加者は万一の事故に

備え真剣に取り組んで

いました。また、夕方

にはスキー場関係者約

40人が参加して安全

祈願祭が行われ、シー

ズン中の安全を祈願し

ました。

スキー場でシーズンに向けて
救助訓練と安全祈願祭を実施

　
12
月
12
日
㈮
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
、
千
年

の
森
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、『
き
て
み
て
音

楽
会
』
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
市
内

の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
う
３
６
０
人
の

園
児
の
皆
さ
ん
が
集
合
。『
き
て
み
て
音

楽
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、
歌
手
の

井
上
祐
美
子
さ
ん
や
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト

ー
ン
奏
者
の
澤
潟
真
由
美
さ
ん
、
佐
藤
恭

子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
ひ
と
と
き
の

『
奏
』
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ

ー
で
始
ま
り
、
映
画
『
崖
の
上
の
ポ
ニ
�
』

な
ど
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ア
ニ
メ
音

楽
か
ら
、『
威
風
堂
々
』
と
い
っ
た
本
格

的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
も
あ
り
、
全
10
曲

が
さ
わ
や
か
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
、
今
年
開
催
さ
れ
る
ト
キ
め
き
新
潟
国

体
の
テ
ー
マ
曲
で
あ
る
『
ガ
ム
シ
ャ
ラ
な

風
に
な
れ
』
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
園
児
た

ち
は
用
意
し
て
き
た
タ
ン
バ
リ
ン
、
マ
ラ

カ
ス
、
鈴
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
手
に
し
、
振

り
付
け
も
入
れ
て
の
全
員
大
合
唱
。
会
場

に
は
園
児
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
主
催
者
『
き
て
み
て
音
楽
会
』

の
会
長
で
も
あ
る
澤
潟
さ
ん
は
、「
市
内

で
も
、
小
さ
い
子
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
く
て
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め

ま
し
た
。
実
際
に
、
来
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

音
楽
に
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　12月４日㈭、川西総合体育館で第10回川西ラケットテ

ニス大会が開催されました。ラケットテニスは、バトミン

トンのコートやネット、ボールには柔らかいスポンジボー

ルを使用して行われるスポーツ。通常のテニスよりも簡単

に、だれでも楽しくプレーすることができます。

　この大会は、女性を必ず入れるという条件付きのダブル

ス方式で実施され、地域内外から28組56人が参加しまし

た。会場は、参加した皆さ

んのはつらつとした動きが

繰り広げる好プレー（珍プ

レーも多数？）で沸き上が

り、楽しい大会となりまし

た。

　結果は次のとおりです。

（敬称略）

　優　勝　樋口　毅・笠原裕子ペア

　準優勝　保坂浩美・福原義徳ペア

　第３位　庭野紀元・片桐久子ペア

　第４位　田村秀和・内山葉子ペア

熱いプレーで寒さも吹き飛ばせ！
ラケットテニス大会

思い切りフルスイング！

　
12
月
２
日
㈫
、
千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
交
通
安
全

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
警
察
署
や

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
、
市
が
合
同
で
企
画
し

た
こ
の
活
動
で
は
、「『
き
』
⋮
気
を
つ
け
て
、『
の
』

⋮
乗
る
人
も
歩
く
人
も
、『
こ
』
⋮
交
通
安
全
、
き

の
こ
は
脂
肪
（
死
亡
）
ゼ
ロ
！
」
と
呼
び
か
け
、
地

元
産
の
き
の
こ
を
配
布
。
千
年
の
湯
を
訪
れ
て
い
た

お
客
さ
ん
に
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
町

警
察
署
の
吉
田
交
通
課
長
、
川
西
駐
在
所
笹
川
所
長

か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
、
楽
し

い
交
通
安
全
講
話
も
行
わ
れ
、
年
末
年
始
に
多
発
傾

向
と
な
る
交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

き
の
こ
で
啓
発
　
目
指
せ
！
年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
ゼ
ロ

夕暮れどき、出歩くときは反射材の着用をお忘れなく
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瀧沢　優 さん
1986年生

信越スペースシステム㈱　勤務

先月の真霜有加さんからのバトンタッチ

目指せ！親方　早く一人前の職人に
　
パ
ー
ツ
を
組
み
な
が
ら
細
か
い
作
業
に
神
経
を
注

ぐ
。
完
成
し
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
で
す
。
地
元

に
帰
っ
て
き
て
１
年
。
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
や
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
の
施
工
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

家
々
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
が
あ
る
の

で
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広
い
分
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。早
く
職
人
に
な
る
こ
と
が
目
下
の
目
標
。

技
術
を
磨
い
て
メ
ー
カ
ー
の
施
工
認
定
の
資
格
を
と

っ
て
、
親
方
と
し
て
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
。

　
親
せ
き
の
結
婚
式
の
余
興
で
太
鼓
を
た
た
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
去
年
「
十
日
町
大
太
鼓
」
に
加

わ
り
ま
し
た
。毎
週
１
時
間
半
く
ら
い
練
習
し
ま
す
。

バ
チ
を
持
つ
手
に
マ
メ
が
で
き
た
り
、
筋
肉
痛
で
腕

が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
あ
の
鼓
動
に

ハ
マ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
今
年
９
月
の
新
潟
国
体
の

開
会
式
に
「
十
日
町
大
太
鼓
」
が
出
演
す
る
予
定
で
、

今
そ
の
練
習
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
快
感

あ
ふ
れ
る
太
鼓
の
響
き
。
伝
統
あ
る
十
日
町
大
太
鼓

を
い
っ
し
ょ
に
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯43

43

◆
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　
私
た
ち
の
骨
は
、
骨
を
壊
す
機
能

と
作
り
出
す
機
能
の
両
方
を
持
っ
て

い
ま
す
。
壊
す
作
用
が
作
り
出
す
作

用
を
上
回
る
と
、
骨
量
が
減
少
し
、

骨
の
内
部
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
骨
粗
し
ょ

う
症
と
い
い
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
骨
の

密
度
が
低
下
す
る
た
め
骨
折
を
し
や

す
く
な
っ
た
り
、
脊せ

き

椎つ
い

が
も
ろ
く
な

り
体
重
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
背
中
や

腰
が
曲
が
っ
た
り
、
腰
痛
を
起
こ
し

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

◆
骨
量
の
変
化

　
骨
量
は
、
最
大
に
な
っ
た
と
き
か

ら
一
定
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
加
齢

と
と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て

骨
が
細
く
カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
る
量

が
少
な
い
う
え
に
妊
娠
・
授
乳
で
カ

ル
シ
ウ
ム
を
失
う
機
会
が
あ
り
、
閉

経
後
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
で

少
な
く
な
る
た
め
骨
量
が
急
激
に
低

下
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
骨
粗
し
ょ

う
症
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

◆
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
骨
粗
し
ょ
う
症
を

防
ぐ
に
は
、
若
い
こ

ろ
か
ら
の
予
防
が
大

切
で
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

　
偏
食
や
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
骨

量
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に

骨
量
が
最
大
に
な
る
時
期
に
偏
っ
た

食
事
を
す
る
と
、
骨
に
蓄
え
ら
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
が
少
な
く
な
り
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
備
軍
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

②
適
度
な
運
動
を
す
る

　
運
動
に
よ
り
骨
に
負
荷
を
か
け
る

こ
と
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
蓄
積
さ
れ

骨
量
が
増
加
し
ま
す
。
自
分
に
合
っ

た
運
動
を
見
つ
け
、
無
理
せ
ず
に
続

け
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
・
喫
煙
は
控
え
め
に

　
飲
酒
や
喫
煙
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
妨
げ
ま
す
。
過
度
の
摂
取
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
骨
密
度
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
毎
年
、
20
～
69
歳
の
女
性

を
対
象
に
骨
密
度
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
受
診
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

骨
量
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
21

年
度
の
検
診
の
申
込
み
は
、
２
月
に

嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る

申
込
書
で
受
け
付
け
ま
す
。
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

年齢（歳）
0 20 40 60 80

骨
量（
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
）

男性
女性

閉経後の　
急激な骨量減少→

十日町総合高校スキー部が国体に寄付！
　十日町総合高校スキー部の皆さんがインターハイで

多くの人にお世話になったお礼に昨年10月の文化祭

「赤城祭」で募金14,233円を集め、国体成功に少しで

も役立てばとトキめき新潟国体冬季大会等十日町市実

行委員会に寄付しました。贈呈は12月５日㈮に市役

所で行われ、緒方恭介主将（３年）が田口直人会長に

手渡しました。田口会長は、「いよいよ国体本番。皆

さんの気持ちを大事にし、多くの人に良い大会と思っ

てもらいたい。地域の選手の頑張りが市民の勇気につ

ながるので

皆さんぜひ

頑張って」

と感謝を述

べました。

歓迎・喜び・感謝の気持ちをキルトに込めて

　トッキッキをモチーフにしたキルト作品の制作が進

んでいます。制作しているのは「手づくりショップ　

ほっと」のメンバー８人。昨年６月に作業を開始し、

２月上旬の完成を目指します。「Happy Snow ～ト

キめき新潟国体歓迎キルト～」と題した作品は「地元

の国体でみんなが元気になってほしい」「寒い時期の

スキー競技だが暗くならないように」とできるだけ明

るいデザインに。使用する布も雪をイメージして選び

ました。「雪を歓迎する気持ち、国体が十日町で開催

される喜び、そして震災復興や感謝の気持ちなど込め

ました」と話すのは、ほっと代表でデザインも担当し

た宮沢幸子さん。制作期間には約８か月を要し、最終

的には縦260cm・横230cmとなる大変大きな作品は、

完成後、国体開会式会場内やクロスカントリー競技会

場の休憩所内に展示されます。

 村山 博
    ちゃん

むらやま　ひろしちゃん
平成16年12月４日生まれ
湯本

 「ぼくも手伝う！」とお皿を運んだり、野菜の皮むきをしたり、
ママのお手伝いをたくさんしてくれるひろしちゃん。リフトに
乗るのも平気なひろしちゃんは、お正月にスキー場に行って、
お兄ちゃんといっしょにスキーをするのを楽しみにしています。

児玉 美里
    ちゃん

こだま　みさとちゃん
平成16年９月23日生まれ
田川町３

 公園に行ったり、おさんぽをしたりするのが大好きな
みさとちゃんは、弟のなおきちゃんといっしょに、いつ
も元気いっぱい遊びます。お料理も得意で、特製のたこ
焼きやホットケーキはいつもみんなに大好評です。
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と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
　
の
寄
附
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　１月２日㈮、十日町新雪ジョギングマラソン大会が十日町中学校
を発着場として開催されました。今回は第30回の記念大会にあたり、
北京オリンピックに出場した三井住友海上の土佐礼子選手が、コーチ
でもある夫の村井啓一さんとゲストランナーとして参加しました。雪
の中を走るのは初めてという土佐選手は、沿道の声援に笑顔でこたえ
ていました。大会は県内外各地から560人が集まり、小雪がちらつく
新雪マラソンの名前にふさわしい大会となりました。各部門の優勝者
は次のとおりです。（敬称略）▼ハーフマラソン男子：村山知之、女
子：高村まゆみ▼10km男子：片原照、女子：佐々木英里▼５km男子：
栗林直輝、女子：林明美▼３km男子：山田太郎、女子：服部智子

コ
モ
市
へ
交
換
留
学
生
派
遣

　

12
月
17
日
㈬
、
姉
妹
都
市
コ
モ
市
（
イ
タ
リ

ア
）
に
派
遣
す
る
交
換
留
学
生
の
壮
行
会
が
十

日
町
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
姉
妹
都

市
交
流
の
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
る
た
め
、

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
（
小
川
徳

久
会
長
）が
コ
モ
市
の
交
流
団
体
フ
ァ
ミ
リ
ア
・

コ
マ
ス
カ
協
会
と
連
携
し
て
行
う
も
の
で
、
今

回
が
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
参
加
す
る
の
は
関

谷
貴
子
さ
ん
（
26
歳
・
写
真
右
）
と
佐
藤
佑
さ

ん
（
十
日
町
高
校
２
年
）
の
２
人
で
、
12
月
22

日
㈪
か
ら
約
２
週
間
、
コ
モ
市
の
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
交
流
を
深
め
ま
す
。

気合いあふれる元旦卓球

　１月１日（元日）、恒例の十日町市川西元旦卓球大会（十
日町市卓球協会主催）が川西総合体育館で開催されました。

“一年の計は元旦にあり”と、卓球が好きな仲間で集まって
元旦に練習をしたことから始まったこの大会は、回を重ねる
ごとに自然と輪が広がり、現在では県内外から多くの選手が
集います。24回目の今年は、８歳から83歳まで幅広い世代
の約190人が参加し、寒さをものともせず熱戦を繰り広げて
いました。上越市から応援に来た女性は、「私は試合には出
られませんが、正月早々気合いが入っている選手の姿を見て
いると、自分にも気合いが入りますね」と話していました。

オリンピックランナーを迎えて新年のスタート

区　　　分 延べ人数
（人） 金額（円）

① 雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 2 152,000

② 大地の芸術祭の開催や作品管理 4 20,082,000

③ 子ども・高齢者・障害者にやさしいまちづくり 6 485,000

④ 子育てしやすい教育環境の整備 3 150,800

⑤ 道路や住宅の雪対策 1 2,000

⑥ 自然環境の保全 2 150,000

⑦ 自然エネルギーの活用 0 0

⑧ スポーツ健康都市づくり 1 10,000

⑨ 芸術文化活動の振興 1 200,000

⑩ 市長にお任せ　　 837 24,103,222

合  　　  計 857 45,335,022

区　　　分 実人数
（人） 金額（円）

県　　　外 26 22,295,262

県　　　内 5 330,000

市　　　内 3 31,800

市・広域事務組合職員分 817 22,677,960

合  　　  計 851 45,335,022

地域別の寄附状況

目的別の寄附状況

※目的別の人数は、複数の目的を選択した人がいるため延べ
人数となっていますので、地域別の人数より多くなってい
ます

　
今
年
6
月
に
「
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附

条
例
」
を
制
定
し
て
以
来
、
同
窓
会
や
ふ

る
さ
と
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
な
ど
で
寄
附
の
お
願
い
を
し

た
と
こ
ろ
、
12
月
10
日
現
在
の
寄
附
状
況

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附
を

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
附
金
の
う
ち
、
金
額
の
大
き
い
も
の

や
市
及
び
広
域
事
務
組
合
職
員
に
よ
る
組

織
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
は
、
寄
附

の
趣
旨
に
従
い
大
地
の
芸
術
祭
や
子
育

て
・
教
育
支
援
と
し
て
既
に
予
算
化
を
し
、

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

皆
さ
ん
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
寄

附
状
況
を
見
な
が
ら
趣
旨
に
沿
う
よ
う
適

宜
予
算
化
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
寄
附
の
手
続
き
を
簡
素
に
す
る

た
め
、
12
月
か
ら
は
ヤ
フ
ー
の
公
金
支
払

い
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
寄
附
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 ■問合せ

財政課
☎757-3114

◎応募資格：平成21年度に高等学校・高等専門学校・専修学校・短期大学・

大学に進学予定か在学中で、次のすべてに該当する人

①保護者が市内に３年以上住所を有し、市税を滞納していない人

②学業成績が優秀と認められる人

③経済的な理由で学資の支払いが困難な人

④心身ともに健全な人

◎奨学金の月額

▼高等学校：10,000円　▼高等専門学校：20,000円

▼専修学校：30,000円　▼短期大学・大学：35,000円

◎貸与期間：平成21年４月から在学する学校の最短終業年限の終わりまで

◎提出書類：①奨学金等貸与願書　②在学（卒業）学校長の推薦書　③成

績証明書　④住民票の写し（世帯全員）　⑤医師健康診断書　⑥平成20

年度市・県民税所得課税証明書（世帯全員のもの）　⑦保護者と連帯保

証人（市内に住所を有する）を内諾している人の平成20年度納税証明書

⑧同一世帯に高校生以上の学生がいる場合、その学生証の写し　⑨専修

学校希望者はその学校要覧など　※①②⑤は市のホームページから入手

できます

◎そのほか：修学一時金希望者も若干名募集します

　　　　　　（高校20万円～大学50万円、願書は奨学金と兼用）

◎申込み・問合せ：

２月27日㈮までに教育委員会教育総務課　☎757-9957

※３月中旬に奨学生を内定し、同月末までに応募者に通知します

平成21年度市奨学生を募集します

◎助成対象：

　次のすべてに該当する世帯

　①平成21年１月１日現在で、市

内に住所を有する世帯

　②市民税の非課税世帯

　※ただし、社会福祉施設などに

入所または入院している世帯は

対象になりません

◎助成額：

　１世帯当たり上限5,000円

◎申請に必要なもの：

　印鑑、預金通帳の写し

◎申請期限：２月20日㈮

◎申請・問合せ：

　福祉課高齢福祉係 ☎757-9758

　または各支所市民課へ

市民税の非課税世帯
を対象に灯油購入費
の一部を助成します

（平成20.12.10現在）

（平成20.12.10現在）
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市民スキー選手権大会出場者募集!!

す
。
●
出
願
締
切
り
�
２
月
28
日
㈯

●
資
料
請
求
・
問
合
せ
�
放
送
大
学

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―

２
２
８
―
２
６
５
１
）

　
中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院
で
は
、

看
護
師
・
准
看
護
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
・
説
明
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
勤
務
形
態
な
ど
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
申

込
み
・
問
合
せ
�
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生
連

中
条
病
院
（
☎
７
５
７
―
３
０
１
８
）

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
で

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
●
日

時
�
１
～
３
月
の
毎
週
金
曜
日
午
前

９
時
～
●
会
場
�
市
総
合
体
育
館
●

参
加
費
�
１
回
３
０
０
円
●
講
師
�

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
●
問
合
せ
�

十
日
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
小
海

（
☎
７
５
７
―
６
０
７
５
）

　
県
長
岡
労
働
相
談
所
で
は
、
労
働

者
・
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労
働
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
専
門
性
の
高
い
相

談
に
は
、
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
応
じ
ま
す
（
要
予
約
）。
電

話
で
も
来
所
で
も
、
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
●
相
談
時
間
�
月
～

金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
※
休
日
を
除
く
●
相
談
・
問
合

せ
�
県
長
岡
労
働
相
談
所
労
働
相
談

専
用
電
話
（
☎
０
２
５
８
―
37
―
６

１
１
０
）

　
ち
ん
こ
ろ
や
神
楽
な
ど
、
市
内
の

伝
統
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
�
１
月
17

日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
●
会
場
�
中

央
公
民
館
●
入
場
料
�
無
料
●
定
員

�
先
着
50
人
●
講
師
�
ス
ザ
ン
ネ
・

ク
リ
ー
ン
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
特
別

研
究
員
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
�
生

涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　「
自
己
紹
介
」
を
学
び
ま
す
。
●

日
時
�
１
月
24
日
㈯
午
後
２
時
～
３

時
30
分
●
会
場
�
情
報
館
●
参
加
費

�
３
０
０
円
●
講
師
�
Ｆ
Ｍ
と
お
か

ま
ち
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
●
申
込
み
・
問

合
せ
�
１
月
23
日
㈮
ま
で
に
「
話
の

泉
」
代
表
・
金
子
（
☎
７
５
７
―
２

１
６
３
）
ま
た
は
総
合
政
策
課
自
治

振
興
係
（
内
線
２
３
５
）

　
迫
力
あ
る
生
の
演
劇
が
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
�
１

月
31
日
㈯
・
２
月
１
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
（
開
場
１
時
）、
31
日
の
み

夜
の
部
（
劇
団
御
の
字
の
公
演
）
⋮

午
後
７
時
～
（
開
場
６
時
30
分
）
●

会
場
�
市
民
会
館
●
入
場
料
�
無
料

※
劇
団
御
の
字
公
演
の
み
一
般
５
０

０
円
（
当
日
７
０
０
円
）、
高
校
生

以
下
無
料
【
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

：

市

民
会
館
、
情
報
館
、
千
手
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】
●
出
演
団
体

�
▼
31
日
（
昼
）

：

六
日
町
高
校
演

劇
部
、
小
千
谷
西
高
校
演
劇
部
▼
31

日
（
夜
）

：

劇
団
御
の
字
▼
１
日

：

三
条
東
高
校
演
劇
部
、
十
日
町
高
校

演
劇
部
●
問
合
せ
�
中
央
公
民
館

（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

●
日
時
�
１
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
●
会
場
�
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
●
参
加
費
�
無

料
●
内
容
�
認
知
症
に
つ
い
て
の
講

演
、
懇
談
会
●
講
師
�
金
子
裕
美
子

さ
ん
（
㈳
認
知
症
の
家
族
の
会
新
潟

支
部
代
表
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
�

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
三
好
園
（
☎
７
５
６
―
２

１
０
６
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●

日
時
�
１
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分
●
会
場
�
サ
ン
ク
ロ
ス

十
日
町
●
参
加
費
�
３
歳
以
上
１
人

２
０
０
円
●
問
合
せ
�
お
や
こ
劇
場

事
務
局
・
加
賀
書
院
（
☎
７
５
２
―

２
１
１
４
）

　
毎
年
雪
ま
つ
り
期
間
中
に
、
十
日

町
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ひ
ろ
ば
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
�

ン
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
予
定
で

す
。
い
っ
し
ょ
に
雪
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。
●
対
象
�
高
校
生

以
上
（
男
女
不
問
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
�
１
月
23
日
㈮
ま
で
に
㈳
十
日

町
青
年
会
議
所
（
十
日
町
商
工
会
議

所
内
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
放
送
大
学
で
は
、
21
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中

で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

▼
昨
年
10
月
、﹁
観
光
立
国
日
本
﹂
に
向

け
て
国
土
交
通
省
の
外
局
に
観
光
庁
が
設

立
さ
れ
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
外
国
人
旅

行
者
を
１
、
０
０
０
万
人
、
観
光
旅
行
消

費
額
を
30
兆
円
に
す
る
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
は
、
１
９
８
０
年

の
日
本
の
輸
出
額
に
相
当
し
ま
す
。
多
く

の
地
方
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
今
世
紀
半

ば
に
は
日
本
の
人
口
も
１
億
人
を
割
り
込

む
と
言
わ
れ
て
い
て
、
地
域
購
買
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。﹁
観
光
立
国
﹂
の

立
役
者
は
全
国
の
地
域
で
あ
り
保
有
す
る

資
源
で
す
。
地
域
間
競
争
の
時
代
と
言
わ

れ
て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
間
競
争

の
核
心
は
、
人
の
誘
致
競
争
だ
と
思
い
ま

す
。
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
今

年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
﹁
天
地
人
﹂
も
追
い

▼
大
み
そ
か
は
家
族
で
に
ぎ
や
か
に
年
取

り
を
し
て
、
翌
日
か
ら
は
寝
正
月
を
満
喫

す
る
、
と
い
う
の
が
お
と
と
し
ま
で
の
定

番
で
し
た
が
、
昨
年
か
ら
少
し
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
元
日
朝
９
時
か
ら
の
元

旦
卓
球
大
会
の
取
材
で
す
。
眠
気
を
こ
ら

え
て
会
場
に
行
け
ば
、
広
い
体
育
館
は
大

型
ヒ
ー
タ
ー
２
台
が
フ
ル
稼
働
し
て
い
て

も
か
な
り
の
寒
さ
。
厚
い
上
着
を
着
た
ま

ま
で
も
震
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
半
そ
で

の
ユ
ニ
フ
�
ー
ム
で
試
合
に
集
中
す
る
選

手
た
ち
を
見
て
、
眠
い
寒
い
と
弱
音
を
は

い
て
い
る
場
合
じ
�
な
い
！
と
私
も
気
合

い
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
初
日
に
も
ら
�
た
パ
ワ
ー
で
災
厄
を
跳

風
と
な
り
、
県
内
に

一
層
の
に
ぎ
わ
い
が

期
待
で
き
ま
す
。

ね
飛
ば
し
、
良
い
１

年
に
な
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

十
日
町
お
や
こ
劇
場

　
暗
や
み
豆
ま
き
会

話
し
方
講
座

こ
と
ば
の
柔
軟
体
操
！
④

と
お
か
ま
ち
市
民
楽が

っ

校こ
う

第
７
回
妻
有
演
劇
ま
つ
り

十
日
町
雪
ま
つ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室

県
長
岡
労
働
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院

看
護
師
・
准
看
護
師
募
集

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
︼

◎
日
時
�
２
月
８
日
㈰
　
午
前
８
時
受
付
開
始

◎
会
場
�
松
代
フ
�
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

◎
参
加
資
格
�
市
内
及
び
津
南
町
在
住
・
在
学
・
在
職
者

◎
競
技
種
目
�

▼
大
回
転

：

①
小
学
３
年
以
下
男
女
②
小
学
４
年
男
女
③
小
学
５
年

男
女
④
小
学
６
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高
校
以
上
女
子
⑦
高
校
以

上
24
歳
以
下
男
子
⑧
25
歳
以
上
34
歳
以
下
男
子
⑨
35
歳
以
上
44
歳

以
下
男
子
⑩
45
歳
以
上
男
子

◎
参
加
費
�
１
、
０
０
０
円
　
※
リ
フ
ト
代
が
別
途
必
要

◎
申
込
み
・
問
合
せ
�
１
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
み
用
紙
に
参
加

費
を
添
え
て
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２
―
４
３
７
７
）
に
提
出

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
︼

◎
日
時
�
２
月
８
日
㈰
　
午
前
７
時
30
分
受
付
開
始

◎
会
場
�
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

◎
参
加
資
格
�
市
内
在
住
・
在
学
・
在
職
者

◎
競
技
種
目
�

▼
個
人

：

①
小
学
２
年
以
下
男
女
１
㎞
②
小
学
３
年
男
女
２
㎞
③
小

学
４
年
男
女
２
㎞
④
小
学
５
年
男
女
３
㎞
⑤
小
学
６
年
男
女
３
㎞

⑥
中
学
男
子
５
㎞
⑦
中
学
女
子
３
㎞

▼
ス
プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー

：

①
小
学
男
子
②
小
学
女
子
（
３
人
×
１
㎞

を
各
２
回
）
③
中
学
男
子
④
中
学
女
子
（
２
人
×
１
㎞
を
各
３
回
）

◎
参
加
費
�
▼
個
人

：

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
▼
リ
レ
ー

：

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

◎
申
込
み
・
問
合
せ
�
１
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
み
用
紙
に
参
加

費
を
添
え
て
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
　（
☎
７
５
２
―

３
１
０
３
）
に
提
出

●●●

寄付ありがとう 12月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝星名誠二（大阪府吹田市）佐藤正典

（東京都足立区）小堺一男（埼玉県栗橋町）小林勝美（寿町２）

関口昌生（みのり団地）宮沢愛子（本町６- ３）井之川万樹（山

崎）大島明子（本町６- ２）葉葺恵子（大黒沢２）長野和明（小

泉３）丸山靖夫（高原田）山賀健一郎（松代）庭野貴将（田

川町１）内山ミサ（新町新田）櫻澤晋介（姿１）丸山惣平（水

沢３）村山綾子（土市５）阿部仁美（津南町）中村芳夫（東

京都世田谷区）

●平和基金へ＝原水爆禁止十日町市協議会（500,000円）

●地域福祉基金へ＝櫃間道夫（神奈川県川崎市・100,000円）

中鉢信子（愛知県三好町・100,000円）上村良一（土市５・

10,000円）根津新一郎（野口・50,000円）

●福祉施設へ＝矢口邦治（昭和町４・木工芸品：干支44個）

●保育園へ＝本町クリニック（４人乗り乳母車１台）㈳十日町

法人会（園児用絵本302冊）

●情報館へ＝富井栄一（上野）池田枝月（尾崎）横川雅真（松代）

薄田健三郎（見附市）鈴木積（千葉県柏市）端田晶（東京都

文京区）庭野昭一（埼玉県富士見市）庭野栄松（東京都足立区）

●博物館へ＝岩田勇司（中条下町）上村政基（上野）清水邦吉（寺

ヶ崎）

十日町市犯罪のない安全・安心なまちづくり条例（案）の
パブリックコメントを募集します

　この条例は、犯罪のない安全・安心なまちづ
くりについて、基本理念を定め、市の責務や市
民の役割などを明らかにすることで、安全で安
心して暮らせる地域社会を実現することを目的
としています。この条例について、広く市民の
皆さんからの意見を募集します。

◎意見の募集期間：～１月30日㈮（必着）
◎資料の閲覧場所：本庁市民生活課環境政策室・
各支所地域振興課、公民館、情報館、分庁舎、
市ホームページ（http://www.city.tokamachi.
niigata.jp/）
◎意見の提出方法：
①郵便　〒948-8501十日町市千歳町３- ３
　　　　市民生活課環境政策室
②ＦＡＸ　752-6924
③電子メール
　　t-shimin@city.tokamachi.niigata.jp
◎問合せ　市民生活課環境政策室生活環境係
　　　　　☎757-3740

市民スキー選手権大会出場者募集!!

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
市
報
「
だ
ん
だ
ん
」

と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

20市報とおかまち『だんだん』平成21年1月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年1月10日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



今
年
度
末
で
閉
校
。

学
校
の
思
い
出
を

絵
手
紙
に
し
ま
し
た
。

福崎広
こう

大
だい

さん（１年）

霜垣　翔
しょう

さん（２年）霜垣太
た

一
いち

さん（５年）

徳永　廉
れん

さん（６年）

霜垣大
ひろ

夢
む

さん（６年）

俵
山
涼す

ず

乃の

さ
ん（
６
年
）

俵
山
千ち

鶴づ
る

さ
ん（
６
年
）

徳
永
　
陸り

く

さ
ん（
２
年
）

桑
原
有ゆ

香か

さ
ん（
６
年
）

福
崎
拓
た
く

人と

さ
ん（
６
年
）

福﨑智
とも

哉
や

さん（６年）

俵山　雅
みやび

さん（１年）

福﨑史
し

織
おり

さん（５年）

俵山圭
けい

太
た

さん（６年）

福
崎
優ゆ

衣い

さ
ん（
６
年
）

栁　有
ゆ

希
き

さん（４年）

桑原美
み

保
ほ

さん（４年）

福
﨑
可か

純す
み

さ
ん（
２
年
）

福
崎
隼は

や

人と

さ
ん（
３
年
）

俵
山
圭け
い

介す
け

さ
ん（
４
年
）

22市報とおかまち『だんだん』平成21年1月10日号

■ 人　口  61,368人（－33） 男  30,047人（－12）  女  31,321人（－21）
■ 世帯数  19,965世帯（±０） 12月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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